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地域構想学研究教育報告，No.6（2015）
〈社会活動報告〉
栗原市におけるジオパーク活動と防災・減災教育の取り組み
― ジオパークの視点を取り入れた学習の必要性 ―
中　川　理　絵
栗原市産業経済部ジオパーク推進室　ジオパーク専門員（地域おこし協力隊）
Ⅰ　ジオパークとは
　ジオパークとは，「ジオ（地球）に関わるさま
ざまな自然遺産，たとえば，地層・岩石・地形・
火山・断層などを含む自然豊かな「公園」のこと
である。山や川をよく見て，その成り立ちに気付
くことに始まり，生態系や人々の暮らしとのかか
わりまでをつなげて考える場所である。足元の岩
石から頭上の宇宙まで，数十億年の過去から未来
まで，海や山の大自然からそこに暮らす生き物と
人々までを一つにして考える。つまり地球を丸ご
と考える場所，それがジオパークなのである」（出
典：「日本ジオパークネットワーク」）。
　今見られる地域の姿は，何億年，何万年，何千
年という長い時間をかけて，大地の営みによって
形作られ，多様な地域文化が脈々と育まれてきた
結果である。地域にある特異な地質遺産も，地域
の見慣れた平凡な姿も，等しくジオと人の営みの
変遷が隠れている。こうした大地と人の営みを，
まずは地域の方々に分かりやすく発信・共有した
上で地域の中での盛り上がりをつくり，外への発
信力を付け，より魅力的な地域へと成長していく
取り組みである。
Ⅱ　栗駒山麓ジオパークについて
　栗駒山麓ジオパークは，宮城県の北西部に位置
しており，奥羽脊梁山脈のほぼ中央に位置する栗
駒火山，平野の田畑を潤す迫三川，さらにラムサー
ル条約登録湿地である伊豆沼・内沼などの多様な
自然を四季折々に楽しめる場所である（図１）。
標高1626mの栗駒山から，平均標高約５mの平野
部までの栗原市全域を対象エリアとしている。
　ジオパークを目指すこととなった発端は，2008
（平成20）年岩手・宮城内陸地震である。地震に
より，栗駒山山麓部を中心に大小さまざまな崩壊・
崩落といった斜面変動が約3500箇所発生し，新た
な景観が発生した（写真１）。それらを観光・学
術研究・教育などに活用し，震災の経験を後世に
語り継いでいくことをテーマに掲げている。
　栗原は，2008（平成20）年の岩手・宮城内陸地
震と，2011（平成23）年の東北地方太平洋沖地震
の二度の大地震や，2015（平成27）年の大雨によ
る洪水被害など，地震・斜面変動・洪水といった
災害が繰り返し発生する中で，自然との共生を実
現してきた地域である。災害を乗り越えることで，
より災害に強い郷土を築いてきたのである。
　また，災害との共生の中で，多くの地域文化も
育まれてきた。米作りを中心とした農業は，今で
も地域の主要な生業である。江戸時代には，江戸
市で消費される米の３分の１を担っていた仙台藩
の出荷量を支えた地域の一つであった。稲作が盛
図１　栗原市の位置図
64―　　―
んに行われてきたのは，栗原の土壌，水，気候条
件が米作りに適していたのは勿論のこと，堰の設
置や河川改修，用排水路の整備といった人為的な
取り組みも大きな要因といえる。
　写真２は，稲穂の束を十字に積み重ねた「ほん
にょ」が，あぜ道沿いに立ち並ぶ様子を収めたも
ので，市内平野部の至るところで目にできる田園
風景である。また，栗原市金成萩野の方々が作る，
「ねじりほんにょ」という杭がけの方法もある。
この方法だと，稲束をらせん状にかけるので，風
の循環が良くなり，一度かけた束を裏返す作業が
必要なくなる。これはまさに，地域で育まれた文
化のひとつであり，栗駒山麓ジオパークにおける
重要な見どころでもある。他に，栗駒地区の一部
と，一迫地区の長崎でも見ることができる。
　こうした栗原の農耕文化と，災害克服の変遷を
理解し，今の栗原の豊かさの所以は何なのかを紐
解くジオパーク，それこそが栗駒山麓ジオパーク
なのである。
Ⅲ　ジオパークで防災・減災教育を行う理由
　１）学習活動のねらい
　栗駒山麓ジオパークにおける学習活動のねらい
は次の二つに設定している。なお，対象学年は小
学生，及び中学生である。
　
a）ジオパークを活用した学習をとおして，
栗原市の理解，よさの発見等，ふるさとを
学び理解していく。
b）ジオパークを活用した学習をとおして，
岩手・宮城内陸地震の記憶を後世につなぎ，
防災教育を推進していく。
　a）は，いわゆるふるさと教育にあたるもので，
自分たちの住む地域の特性（地質・地形・歴史・
文化・産業など）について知り，理解を深めるた
めに行うものである。この場合，自らの足元に広
がる大地の成り立ちから，その上で営まれてきた
歴史・文化まで，包括的にストーリー性のある内
容で見ていくという，ジオパークの視点を取り入
れていることが要点である。
　b）は，震災の経験を後世に語り継ぎ，より災
害に強い郷土を目指すという我々のジオパークが
持つテーマの実現に向け，地域の災害特性を理解
した人材を育成するという意味である。さらに，
そうした知識をもとに，災害発生時に個々人が状
況に応じた行動ができ，その後も自主的に行動を
起こすことができるよう，減災の実現に向けた教
育活動も行うものである。
　では，すでに活動が行われている防災・減災教
育をジオパークと絡めて行う意義はどこにあるの
か。まずは，学校現場における防災教育の現状に
ついての言及を見てみよう。城下（2007）による
と，「我が国の義務教育課程では，そのような災
害全般を包括的に扱った授業は設けられておら
ず，近年では「総合的な学習の時間」の一テーマ
として防災が取り上げられる機会があるのみであ
る」（城下，2007，p.164）。また，「我が国では科
学技術の進展により，かなりの自然災害を抑止す
ることに成功してきた。しかし，時として阪神･
淡路大震災のような災害が発生することがある。
また，近い将来に大規模な災害の発生も予想され
ている。このような状況の一方で，防災教育の
制度的な導入が行われていないのが現状である」
（城下，2007，p.173）と述べている。防災教育は，
各々の命を守るための備えであるという前提と，
日本は災害多発地帯にあるという場所性を考える
と，城下の指摘内容は，早急に打開策を考えるべ
き問題ではないだろうか。
　また，学校防災のための参考資料「生きる力」
を育む防災教育の展開（文部科学省，2013，p. ８）
によると，防災教育のねらいは３つあり，その中
の１つ目には「自然災害等の現状，原因及び減災
等について理解を深め，現在及び将来に直面する
災害に対して，的確な思考・判断に基づく適切な
意思決定や行動選択ができるようにする」とある2）。
また，上記のねらいについて，発達の段階に応じ
た防災教育に関する目標の記載もある。小学生に
ついては，「地域で起こりやすい災害や地域にお
ける過去の災害について理解し，安全な行動をと
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るための判断に生かすことができる」とあり，中
学生については，「災害発生のメカニズムの基礎
や諸地域の災害例から危険を理解するとともに，
備えの必要性や情報の活用について考え，安全な
行動をとるための判断に生かすことができる」と
ある。これらは，自然災害についての学びは，地
域ごとの災害特性に応じて，重複するものもあれ
ば，異なるものもあることを考慮する必要がある
ということではないだろうか。つまり，防災教育
を行う上で，統一的に必要な知識と，地域ごとの
場所性に応じて必要な知識を備えた教育内容を構
築する必要があるということである。確かに，台
風や大雨といった災害はどこにでも起こりうる
が，地震発生時には自分の住む場所が内陸部なの
か沿岸部なのかで，取るべき行動は異なる。内陸
部に住んでいるとしても，自分の家の周辺では崩
れやすい地質構造か否かによって取るべき避難行
動は変わってくる。
　そうした地域目線の防災を実践する場合，ジオ
パーク活動を行う地域は，積み重ねてきた科学的
データという強みがある。例えば，斜面災害のメ
カニズムについて子どもたちに伝えるとき，科学
にもとづいた正確な情報を伝えることが可能であ
るし，足りない部分が出てきても，ジオパークの
ネットワーク力があれば，情報交換も容易に可能
である。こうしたところに，防災・減災教育をジ
オパークと絡めて行う意義を見出すことができる
のではないだろうか。
Ⅳ　栗駒山麓ジオパークにおける学習プログラム
　１）市内小中学校における実施状況
　栗駒山麓ジオパークにおいて，市内の学校での
ジオパーク学習が始まったのは平成25年度であ
る。ジオパークを取り入れた学習活動を行いたい
との要望に応える形で，はじめにモデル校１校で
ジオパーク学習を行った。プログラム内容は，ジ
オパークについての理解とフィールド学習で必要
な基礎知識を付けるための座学，荒砥沢地すべり
や冷沢崩落地といった，平成20年岩手・宮城内陸
地震によって発生した斜面災害地でのフィールド
学習を合わせて実施した。
　昨年度（2014年）は，市内に13校ある小学校の
うち８校，８校ある中学校のうち１校において，
計13回の学習活動を実施した1）。さらに，花山青
少年自然の家との共同プログラム，ならびに友好
姉妹都市である東京都あきる野市の中学生の校外
学習，ASEAN中学生招聘国際交流事業（ミャン
マー・ラオス）として各１回ずつ行った。
　今年度（2015年）は，７つの小学校，２つの中
学校において計20回の学習活動を行った。今年度
の実施内容の特徴としては，小・中学校各１校ず
つで，総合的な学習の時間の年間スケジュールの
中にジオパーク学習が組み込まれ，継続的にジオ
パーク学習を行っていることである。
　継続性に着目すると，次のようなケースも出て
きた。荒砥沢地すべりなどの崩落地を回るフィー
ルド学習を行ったあと，後日子どもたちから推進
室側へ質問が届いたため，今度は学校を訪問し，
解説授業を行ったというケースである。ジオパー
ク学習を行い，学校側からこうした反応が出たこ
とは初めてであった。
　他にも，全学年でのジオパーク学習の実施を予
定している学校もある。
　
　２）学校教育におけるジオパーク学習の活用
　栗駒山麓ジオパークでは，前述したねらいに沿
う内容のジオパーク学習用プログラムを提供して
いる。昨年度までは，主に総合的な学習の時間を
活用することの多かったジオパーク学習である
が，今年度は理科の時間を活用することも増えて
きている。したがって，学校教育におけるジオパー
ク学習の活用場面は，理科，または総合的な学習
の時間である。時間は午前８時30分から正午頃ま
でという場合が多い。
　具体的なプログラム内容は，学校側の意向に沿
うよう決定する。防災教育として実施するのか，
それともふるさと教育の面を強めたいのか，もし
くは両方の要素を取り入れたいのかをヒアリング
し，その要望に合わせたプログラムにしている。
　理科については，主に６年生の単元である大地
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のはたらきや，火山のはたらきといった内容と絡
めて，栗原の地質・地形は一体どんな特徴を持つ
のかを学ぶため，身近にある貴重なフィールドへ
実際に足を運んで学習活動をする。
　栗原市内の小学校６年生が使用する理科の教科
書には，荒砥沢地すべりの写真が大きく掲載され
ている。教科書に掲載されている場所に簡単に足
を運ぶことができるのは大変貴重なことであり，
ジオパーク学習を通じて大地の営みの壮大さを体
感することができれば，子どもたちの学習意欲の
向上に繋がる可能性が，大いに期待できるのでは
ないだろうか。また斜面変動のあった大地を間近
で目の当たりにするという体験は，防災・減災教
育においても大変価値のあることといえる。
　
　３）学習プログラムの紹介
　現在までに行ってきた学習プログラムは主に２
種類ある。１つ目は，栗駒山山麓・山腹部の荒砥
沢地すべりといった斜面崩壊・崩落地を中心とし
たプログラム①。２つ目に，ラムサール登録湿地
の伊豆沼・内沼を中心とした栗原の水生生物と，
沼の干拓や平野部の水害の歴史について学ぶプロ
グラム②である。それぞれに，栗駒山麓ジオガイ
ド養成講座を受講し，修了したジオガイドが付き，
児童の安全管理も含めて行っている。また，後者
のプログラムは，（財）宮城県伊豆沼・内沼環境
保全財団の研究員の方々と共同で行うプログラム
である。
　
　3－1）プログラム①について
　上記①のコースは，藍染湖公園⇒冷沢崩落地⇒
行者滝を回る。藍染湖公園では，地すべりという
現象の理解や荒砥沢地すべりの特徴として，発生
メカニズム，規模，周辺の地質・地形の構造など
を学んでいく。続く冷沢崩落地では，斜面災害の
発生と治山工事について学ぶ。最後の行者滝では，
なぜこの場所に滝が形成されたのかを，地質構造
から紐解いていく。
　こうした学習をより楽しく学ぶためのツールと
して，栗駒山麓ジオパークでは以下の４つの実験
も併せて行っている。
　a）地すべりシミュレータ「ユレオ」
　これは秋田大学教育文化学部教授・林信太郎氏
から提供を受けたものである。簡単に実験内容を
紹介すると，２枚の板（600×450×5.5mm）の間
に，押しバネを計９本仕込んだ地震発生装置の上
に，培養土で小さな山をつくり，山の中に地すべ
りを発生しやすくする仕掛けとして丸く切りすべ
り面に見せた紙を差し込む。その後，装置を手で
揺らすと地すべりが発生するというものだ。地す
べりを視覚的に捉えることによって，その現象を
より分かりやすく学ぶことが可能である。
　実験の中では，実際に荒砥沢地すべりのすべり
面とされる栗駒山南麓カルデラの地層から採取し
た未固結シルト岩に触り，握りつぶしてもらう。
砕けやすさを体感し，斜面災害が発生しやすい要
因があることにも気付いてもらう（写真３）。
　b）陥没・爆発カルデラ実験
　荒砥沢地すべりをはじめとする地すべり地形が
多く存在する栗駒山南麓カルデラがあること，鬼
首や鳴子の火山活動にともなう火山灰などの噴出
物が栗駒山や市内丘陵地に堆積しており，鬼首や
鳴子のカルデラ地形が身近な大地の形成に関わっ
ていることから，導入している実験である。簡単
に紹介すると，390×530×250mm程の大きさの
クリアケースに，容量の半分ほど小麦粉を入れ，
口に５cm程の管を取り付けた風船をハンドボー
ル位の大きさに膨らませ，テープで管の口を留め
る。風船の管だけを出すように小麦粉の中に埋め
て山をつくり，テープに針で穴を空ける。すると
徐々に風船が縮まり，カルデラ地形が形成される
という実験である。
　カルデラ地形の殆どは陥没カルデラであるが，
地形形成の要因として水蒸気爆発も挙げられるこ
とから，小麦粉の中に埋めた風船を針で破裂させ
て行う場合もある（写真４）。
　c）化石発掘体験
　栗駒山南麓カルデラの湖成層には，落ち葉や枝
の化石が見られることから，実際に荒砥沢地すべ
りの中から採取した岩石を砕き，化石を探し当て
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写真１　荒砥沢地すべりと荒砥沢ダム
（林野庁　2008）
写真３　小さな山を揺らして地すべりを起こす子どもたち
（2014年6月18日筆者撮影）
写真５　化石発掘の様子
（2014年６月27日筆者撮影）
写真７　水生植物園での昆虫採集の様子
（2015年７月３日筆者撮影）
写真２　栗原で見られる田園風景
（栗原市田園観光課　2012）
写真４　	カルデラ地形が徐々に出来上がる様子を観
察する子どもたち
（2014年６月18日筆者撮影）
写真８　内沼の砂浜でトンボの観察を行う様子
（2015年９月30日筆者撮影）
写真６　	気化した二酸化炭素が勢いよくあふれ出す
様子を観察
（2014年９月17日筆者撮影）
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てもらう体験である（写真５）。
　d）火山噴火実験
　これは，コーラの中にメントスを入れて刺激を
与えると，コーラの液中に溶けていた炭酸が，一
気に気化し，体積膨張によってコーラがペットボ
トルの口から勢いよく噴出する様子を観察すると
いう実験である（写真６）。
　以上の４つを提供しており，どれを行うかは学
校側に選択してもらう。子どもたちの興味を引く
ためにはこうした体験は必要不可欠であり，それ
ぞれに地域の地質・地形の特性，災害特性を学ぶ
ための重要なツールである。
　４）新たなプログラム構築　②の内容について
　次に②のプログラムについて。これは，今年度
から導入し始めたもので，（財）宮城県伊豆沼・
内沼環境保全財団との共同で行っている。主な内
容は，伊豆沼・内沼の水生生物，水生植物などの
生態系に関する内容を財団研究員の方から解説を
頂き，ジオパーク推進室側は，ジオガイドから沼
の干拓や平野部の水害の歴史についての解説を
行っている。
　では，具体的にどういったプログラムを提供し
ているのか。財団の拠点施設であるサンクチュア
リセンターは３つあり，これまで鳥館・昆虫館に
おいてジオパーク学習を行ってきた。
　鳥館は，伊豆沼の北部，若柳上畑岡地区にあり，
徒歩５分ほどで水生植物園に到着できる。この場
所には約20の池が設置されており，池の中には水
生生物が生息し，昆虫の棲みかにもなっている。
ここでは，水生生物や昆虫を捕獲し，地域の生き
物に触れ合うことができる（写真７）。
　昆虫館は，伊豆沼と内沼の間，築館横須賀地区
にある。ここでは，財団の研究員が作成したクイ
ズを解きながら館内見学を進めていく。小学校低
学年でも，楽しみながら地域の自然や生き物に触
れ合うことができる。また，昆虫館から徒歩すぐ
の場所に内沼の砂浜が広がっている。その場所を
活用し，昆虫や水生生物，さらには土器に触れる
体験も行っている（写真８）。
Ⅴ　副読本の作成
　現在，以上のような学習プログラムを実施する
際は，毎回ジオサイトの簡単な説明やコースを示
した地図を掲載したしおりを子どもたちに配布し
ている。しかし，それは汎用性や耐久性に乏しく，
自宅学習や課外学習での活用は難しい。そこで現
在，ワーキングを設置し副読本の作成を行ってい
る。
　ワーキング設置までの経緯を述べると，栗駒山
麓ジオパーク推進協議会には，４つの専門部会が
あり，教育関係の協議を行う防災・教育部会があ
る。この部会では，ジオパーク学習におけるツー
ルとして，昨年度１年間をかけて副読本の作成を
行ってきた。「なんて素敵な栗原の防災ジオ読本」
というタイトルで，宮城教授と筆者が分担して作
成したものである。部会では，内容の協議を行
い，見やすさの工夫を施すなどし，昨年度末に完
成した。読本の概要は，はじめに様々な災害につ
いて世界，アジア，日本，東北，宮城，栗原と的
を絞りながら見ていくことで，世界規模でいうと
日本は災害多発地帯に属し，通年，または四季ご
とに様々な災害が起きる場所にあることを理解し
ていく。自分たちの住む「栗原」では，火山災害，
地震，水害，斜面災害といった災害がこれまでに
幾度となく発生し，この地の人々はその度に，よ
り災害に強い郷土をつくるために奮闘したという
人の営みを含めて理解していくという流れである
（図２）。
　今後この読本を基礎にして，小中学生向け防災
ジオ読本を作成予定である。作成に向け，教育委
員会，並びに市内小中学校の先生方が参加する，
防災ジオ読本作成に係るワーキングも立ち上げて
いる。編集業者も決まっており，今後市内の先生
方の意見を交えながら，実用化に向けて作業を
行っていく予定である。
　読本は防災・減災編，動植物編，歴史・文化編
の３種類を作成予定で，市内各小中学校における
防災教育やジオパーク学習での活用と，課外学習
での活用ができるようにと考えている。
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Ⅵ　課題とその克服に向けて
　平成25年度から始まったジオパーク学習である
が，前述した通り，市内の小中学校においてジオ
パーク学習が取り入れられる場面が増えているこ
と，学校側の要望に応える形で進めた結果，学習
プログラムに幅が出てきたこと，副読本作成の具
体化など，ジオパーク学習の幅が広がってきてい
る。さらに，実験の充実など，学習をサポートす
るための材料も揃いはじめている。
　ジオパーク学習が栗原の学校教育において定着
することは，栗駒山麓ジオパークにおける教育活
動の最大の目標といえるが，今は地道な活動を繰
り返し行い，その中で学校側の意向を取り入れな
がら，学習プログラム本数の充実と，内容の精度
向上を行っていくことが，最優先で行うべきこと
であろう。
　日本が災害多発地域であることは，過去の災害
史を見ても，最近の被災の現状を見ても歴然とし
ている。Ⅲの１）でも述べているが，日本にふさ
わしい防災教育の制度的な導入は重要視されてい
るにも関わらず，いまだ実現に至っていない。し
かし，自治体単位で大学等の協力をもらいながら，
着実な防災教育を行う地域もある。栗原市も今こ
そ，ジオパーク学習のよさを取り入れた防災・減
災教育を制度的に実施していくべきではないだろ
うか。その際，ジオパークで担うことができるの
は，防災教育におけるねらい１点目「自然災害等
の現状，原因及び減災等について理解を深め，現
在及び将来に直面する災害に対して，的確な思考・
判断に基づく適切な意思決定や行動選択ができる
ようにする」と，２点目「地震，台風の発生等に
伴う危険を理解・予測し，自らの安全を確保する
ための行動ができるようにするとともに，日常的
な備えができるようにする」であろう３）。いずれ
にせよ，最も重要視すべきは，学校側との連携を
図りながら進めていくことである。
　地域の地質学や地形学の科学が積み上げられて
いるジオパークの長所を生かした形で，自然災害
のメカニズムを学び，その学びを防災・減災に繋
げ，実際の災害発生時に力が発揮できるような人
材を育てる。そうすれば，地域の防災力向上に繋
がる上に，栗駒山麓ジオパークが掲げる，平成20
年岩手・宮城内陸地震の経験を未来の子どもたち
のために活かし，語り継いでいくという大きな使
命の実現にもなるであろう。
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図２　なんて素敵な栗原の防災ジオ読本の目次
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〈注〉
１）座学，又はフィールド学習の実施を１回として
数えている。
２）出典は「学校防災のための参考資料「生きる力」
を育む防災教育の展開」。また同資料による防災教
育におけるねらいの２つ目は，Ⅵ．課題とその克
服に向けてに記載がある。３つ目に関しては，注３）
を参照。
３）上記同資料において，防災教育におけるねらい
の３つ目として，「自他の生命を尊重し，安全で安
心な社会づくりの重要性を認識して，学校，家庭
及び地域社会の安全活動に進んで参加・協力し，
貢献できるようにする。」とある。
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